
 

 

       

 

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
国
水
研
）
広
報
誌 

 と
ん
と
んん
峠峠  

２２８８号号  

((22001100..1122))  

 今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
冬
支

度
を
始
め
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？ 

本
号
の
特
集
で
は
、
国
水
研
の
国
際
的
な

水
銀
研
究
振
興
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
十

月
に
開
催
し
た
「
ス
ロ
ベ
ニ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
と
ん
と
ん

峠
を
御
覧
に
な
っ
て
頂
き
、
少
し
で
も
国
水

研
の
活
動
を
知
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

国
水
研
は
、
水
俣
病
に
関
し
て
の
総
合
的

な
調
査
、
研
究
、
そ
し
て
国
内
外
の
情
報
の

収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
と
こ
れ

ら
に
関
連
す
る
研
修
の
実
施
を
目
的
と
し

て
環
境
省
の
機
関
と
し
て
熊
本
県
水
俣
市

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
水
研
は
、
わ
が
国
の
公
害
の
原
点
と
い

え
る
水
俣
病
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
メ
チ

ル
水
銀
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
・
研
究
、

情
報
の
収
集
・
整
理
・
研
究
成
果
や
情
報
の

提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
の
公
害

の
再
発
を
防
止
し
、
被
害
地
域
の
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 
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『
平
成
二
十
二
年
度 

ス
ロ
ベ
ニ
ア 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』 

 

国
水
研
で
は
国
際
的
な
水
銀
研
究
の

振
興
を
目
的
に
、
海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

去
る
十
月
十
日
～
十
四
日
の
間
、
ス
ロ
ベ

ニ
ア
共
和
国
ピ
ラ
ン
市
で
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア

共
和
国
の
ジ
ョ
ゼ
フ
ス
テ
フ
ァ
ン
研
究

所
と
の
共
催
で
水
銀
汚
染
に
関
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
水
銀
汚
染
地
域
に
関
す

る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

―
そ
の
特
徴
、

影
響
及
び
浄
化
に
つ
い
て
―
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
世
界

各
国
の
研
究
者
丂
十
一
名
の
参
加
が
あ

り
、
各
国
か
ら
の
調
査
・
研
究
の
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
国
水
研
か
ら
は
三
名

の
研
究
者
が
参
加
し
、
研
究
成
果
の
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果
、
多
く
の
国
で
水
銀
の
低
濃
度
汚
染

が
認
め
ら
れ
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
継

続
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
月
十
四
日
に
は
以
前
か
ら
実

施
し
て
い
る
国
際
共
同
研
究
の
事
例
調

査
と
し
て
、
同
国
イ
ド
リ
ア
市
に
あ
る
イ

ド
リ
ア
水
銀
鉱
山
跡
を
視
察
し
ま
し
た
。

イ
ド
リ
ア
市
は
一
五
〇
〇
年
頃
か
ら
水

銀
採
掘
で
繁
栄
し
た
町
で
、
鉱
山
は
一
九

八
丂
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
か
つ
て

は
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
マ
デ
ン
鉱
山
に
次

ぐ
世
界
第
２
の
産
出
量
を
誇
り
、
過
去
五

〇
〇
年
で
約
十
四
七
丂
〇
〇
〇
㌧
の
水

銀
を
産
出
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ド

リ
ア
鉱
山
は
水
俣
の
場
合
と
違
い
、
メ
チ

ル
水
銀
を
直
接
排
出
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

長
年
の
水
銀
精
錬
の
残
渣
に
よ
り
周
辺

の
河
川
や
そ
れ
が
注
い
で
い
る
ア
ド
リ

ア
海
を
微
量
汚
染
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
国
水
研
も
現
地
の
ジ
ョ
ゼ

フ
ス
テ
フ
ァ
ン
研
究
所
と
共
同
に
調

査
・
研
究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
視
察
に
よ
っ
て
、
イ
ド
リ
ア
市
は
二
〇

〇
〇
四
年
か
ら
の
回
復
・
浄
化
事
業
に
よ

り
、
水
銀
鉱
山
跡
地
の
観
光
事
業
、
伝
統

的
な
レ
ー
ス
編
み
、
そ
し
て
新
た
な
精
密

機
器
の
企
業
誘
致
に
よ
り
回
復
し
つ
つ

あ
る
の
が
実
感
で
き
ま
し
た
。 

来
年
度
は
「
国
際
水
銀
会
議
二
〇
一
一

（
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
カ
ナ
ダ
）
」
に
お

い
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
ス
ロ
ベ

ニ
ア
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報

告
や
議
論
を
受
け
て
「
メ
チ
ル
水
銀
の
汚

染
地
域 

―
環
境
と
健
康
へ
の
影
響
―
」

の
タ
イ
ト
ル
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 
そ
れ
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
た
研
究
者
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

疫
学
研
究
部 

松
山 

 

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
水
銀

汚
染
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
内

容
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ
、

議
題
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
健
康
影
響
、

修
復
技
術
ま
で
と
幅
広
く
取
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
自
身
の
専
門
で
あ
る
環
境

分
野
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
世
界

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
有
意

義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
フ
ァ

ガ
ネ
リ
卙
士
（
カ
ナ
ダ
）
の
講
演
で
は
、

水
環
境
中
に
お
け
る
水
銀
の
メ
チ
ル
化

に
関
す
る
溶
存
態
炭
素
の
影
響
を
簡
潔

に
ま
と
め
、
そ
の
効
果
を
溶
存
態
炭
素
の

分
子
サ
イ
ズ
及
び
分
子
量
レ
ベ
ル
で
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
事
象
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
が
、
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
最

後
に
全
般
的
な
感
想
と
し
て
、
特
に
健
康

影
響
の
分
野
で
は
、
や
は
り
水
俣
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
知
識
な
ど
、
現
在
の
当
セ

ン
タ
ー
取
り
組
み
を
も
っ
と
活
か
す
方

法
を
今
後
更
に
模
索
す
る
べ
き
と
感
じ

ワークショップ会場 



て
い
ま
す
。 

 

 

基
礎
研
究
部 

佐
々
木 

 

カ
ナ
ダ
の
研
究
者
の
発
表
に
よ
る
と
、

現
在
世
界
八
十
各
国
以
上
で
、
一
０
０
０

-

一
五
０
０
七
人
の
作
業
者
が
金
属
水
銀

を
利
用
し
て
、
年
間
約
三
五
〇
㌧
の
違
法

採
鉱
に
よ
り
金
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
十
倍
の
人
々
が
直
接
的
・

間
接
的
に
そ
の
採
鉱
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
南
米
で
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ぺ
ル
ー
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
で
水
銀
の
消
費
量
が
多
く
、
環
境

影
響
と
健
康
影
響
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
者
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
で
は
、
貣
困
が
ゆ
え
に
違
法
な
金
採
鉱

は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
水
銀

を
直
接
環
境
に
放
出
し
な
い
方
法
や
人

が
水
銀
を
吸
入
し
な
い
方
法
を
開
発
し
、

そ
の
設
備
、
器
具
を
配
布
し
、
環
境
保
全

と
住
民
へ
の
健
康
啓
発
活
動
を
実
践
さ

れ
て
お
り
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

 

 

 

国
際
・
総
合
研
究
部 

坂
本 

通
常
の
学
会
の
よ
う
な
単
に
発
表
を

行
っ
て
質
疑
応
答
と
い
う
も
の
だ
け
で

な
く
、
汚
染
源
の
認
識
、
問
題
点
、
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
汚
染
対
策
等
に
関
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
連
環
境
計

画
）
管
理
理
事
会
に
総
説
を
提
出
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で

取
り
ま
と
め
に
関
す
る
討
議
が
半
日
を

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
丂
〇
年
代

に
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
イ
ド
リ
ア
水
銀
鉱

山
労
働
者
の
水
銀
蒸
気
曝
露
に
関
す
る

健
康
管
理
に
コ
バ
ル
卙
士
（
ス
ロ
ベ
ニ

ア
）
が
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
水
銀

蒸
気
曝
露
評
価
、
健
康
影
響
、
健
康
管
理

に
関
し
て
、
現
在
進
行
形
の
水
銀
蒸
気
問

題
を
抱
え
る
金
鉱
山
、
水
銀
鉱
山
、
塩

素
・
ア
ル
カ
リ
工
場
及
び
蛍
光
灯
工
場
等

に
と
っ
て
、
現
在
で
も
利
用
可
能
な
非
常

に
有
意
義
な
科
学
的
な
情
報
を
提
供
し

続
け
て
い
る
こ
と
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。 

  

                              

松山明人研究発表 

イドリア水銀鉱山 集合写真 

国
水
研
の
動
き 

（
平
成
二
十
二
年
八
月
～
十
一
月
） 

 

八
月
八
日 

 

第
二
十
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

 

八
月
二
十
日 

 

ソ
ウ
ル
大
学
公
衆
衛
生
学
部
ス
タ
ッ
フ
来
所 

八
月
二
十
丂
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
他
四
カ
国
） 

 

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
等
学
校
一
行
来
所 

八
月
三
十
日 

 

（
財
）
放
射
線
影
響
研
究
所
常
務
理
事
来
所 

九
月
十
日 

 

福
岡
県
国
際
環
境
人
材
育
成
研
修
（
中
国
） 

九
月
三
十
日 

 

近
藤
環
境
副
大
臣
水
俣
訪
問 

十
月
六
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
マ
レ
ー
シ
ア
） 

十
月
八
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修 

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
他
三
カ
国
） 

十
月
九
日 

 

松
本
環
境
大
臣
水
俣
訪
問 

十
月
十
四
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
他
四
カ
国
） 

十
月
二
十
五
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
中
国
） 

十
一
月
二
十
五
日 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
コ
ス
タ
リ
カ
他
四
カ
国
） 

十
一
月
二
十
六
日 

 

環
境
省
水
俣
病
経
験
の
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー 

十
一
月
二
十
丂
日 

 

第
二
十
一
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー 
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八
月
八
日
「
や
せ
る
ア
イ
デ
ア
三
十
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
第
二
十
回
健
康
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
熊
本
市

の
堤
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

堤 
隆

治
先
生
で
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
ど
お
り
、

三
十
頄
目
の
や
せ
る
ア
イ
デ
ア
を
１
つ

ず
つ
丁
寧
に
講
演
さ
れ
、
最
後
に
は
や
せ

る
た
め
の
六
つ
の
格
言
を
い
た
だ
き
、
大

変
わ
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
今

回
の
講
演
を
踏
ま
え
て
生
活
習
慣
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
い
う
お
声
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
は
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

  

十
一
月
二
丂
日
「
糖
尿
病
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
第
二
十
一
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
地
元
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、

司
会
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
講
師
を
含
め
て

九
名
の
先
生
か
ら
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
一

八
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
大
変
盛
況
で
し

た
。 講

演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
各
専
門

の
先
生
か
ら
話
が
聞
け
て
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
声
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
は
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

   

 

今
回
のN

IM
D

 F
O

R
U

M

の
テ
ー
マ

は
、
”
メ
チ
ル
水
銀
毒
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
”

に
つ
い
て
で
す
。
”
メ
チ
ル
水
銀
毒
性
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
”
に
つ
い
て
は
、
水
俣
病
が

発
見
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
在

に
い
た
る
ま
で
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、”
メ
チ
ル
水
銀

毒
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
”
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
の
診
断
、

予
防
お
よ
び
治
療
に
お
い
て
有
益
な
情

報
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

と 

き 

一
月
二
丂
日
（
木
） 

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時
半 

一
月
二
八
日
（
金
） 

午
前
九
時
～
正
午 

会 

場 

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
講
堂 

発
表
者 

外
国
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今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
な
る
と
楽
し
み
な
の
が
夜
の

チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
脇
の
水
路
を
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
！ 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
起
源
は
十
六
世
紀

に
ル
ー
テ
ル
教
会
の
創
始
者
で
あ
る
マ
ル
テ

ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
始
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
ロ
ウ
ソ
ク
で
彩
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
現
代
で
は
Ｌ
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Ｄ
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に
よ
っ

て
、
省
エ
ネ
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
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ン
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と
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り
つ
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あ
る
よ
う
で
す
。 
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る
の
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け
で
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な
い
の
で
は
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